
最新情報は本学Webサイト「就職関連データ」からご覧いただけます。

大学院進学者数 計10名
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※2023年5月1日現在

● アマゾンジャパン
● ＡＮＡエアポートサービス
● ＮＴＴドコモ
● エミレーツ航空
● カシオ計算機
● キヤノン電子
● 共同通信社
● 近鉄エクスプレス
● コストコホールセールジャパン
● ゴディバジャパン
● しまむら
● タイガー魔法瓶
● 太陽ホールディングス
● ＤＨＬグローバルフォワーディン
グ　ジャパン
● 東急ストア

● 東京都国民健康保険
　団体連合会
● 東芝エレベータ
● トヨタモビリティ東京
● ナイキジャパン
● 日本アクセス
● 日本電気
● ニトリ
● 日本マクドナルド
● パソナグループ
● フクダ電子
● フレックス
● 防衛省
● 星野リゾート
● 北海道通信社
● みずほ証券

● 三井住友信託銀行
● 三井物産グローバル
　ロジスティクス
● 三井不動産
　ホテルマネジメント
● 三菱自動車工業
● 名鉄観光サービス
● ヤマト運輸
● 楽天グループ
● リコージャパン
● リゾートトラスト
● 日本オラクル　など

国際キャリア学科の卒業生の多くは、国際的な場で即戦力として活躍しています。具体的には、多様な国籍のパートナーと共同作業ができることを期待される
国際機関、国際NGO、多国籍企業（メーカー、商社、ICT産業、金融業など）、ジャーナリズム･メディアなどへ就職しています。3月卒業と同様に9月卒業の学生の
多くも、多様な企業で内定を獲得しています。

卒業後の進路

◎必修　○選択必修　（無印）選択　　　ヘボン・キャリアデザイン・プログラム◎必修　○選択必修　（無印）選択　　　ヘボン・キャリアデザイン・プログラム

カリキュラム

Department of  G L O B A L  A ND  T R A NSC U LT U R A L  ST U D I E S

国際キャリア学科教員一覧／主要担当科目 ※2024年4月現在
合場 敬子
李　 嬋娟
イワノワ，ゲルガナ
ヴィーシィ，アレキサンダー
奥村 恵子

Gender and Society
Labor Economics and Public Policy
Transcultural Studies
Buddhist Culture
Advanced Japanese

カレ，プラジャクタ
ギル，トマス
坂本 隆幸
ミッドフォード，ポール

Regional Economic Development
Japanese Minority Groups
Introduction to Political Science
Introduction to International Relations

国際キャリア学科の英語名称はGlobal and Transcultural Studiesと言いま

す。20世紀の半ばから、モノ、お金、人が国境を越えて移動する量が拡大し、

世界で起こることが個々の国や地域に影響を与えるようになりました。本学

科ではその名の通り、学生と教員が文化、社会、経済と政治の観点から、グ

ローバル化の様々な長所と問題に注目し、世界の激動的な変化を勉強して

います。そして、Transculturalというのは地域、国境を越える文化の流れを示

し、日常生活でも体験できる多文化交流の現象と影響も学びます。横浜は「開

港」によって日本の近代国際交流の発生地として知られており、日本の高校

卒業生も、様々な国や地域から来た教員、帰国生、交換留学生、外国出身の

学生と一緒に学びます。ですので、横浜キャンパスの教室は横浜に因んで「グ

ローバル交流の発生地」とも言えます。教員にとって、この教育環境での学生

との交流は毎日の楽しみであり、また学生にとってもこのようなユニークな

体験はglobal citizenへの道につながり、自分自身の国際的な「ライフキャリ

ア」の基礎となります。The faculty and students of GTS hope you will join 

our community and work for our mutual future!

“Welcome to Our Department in Yokohama!”

すべての授業が英語で行われる環境で学び続けられるか、初めは自信がありませんでし

たが、成長のために思い切って挑戦することを決意しました。入学後は、日常的に英語を

話す機会が数多くあり、高校時の英検準2級レベルから、TOEIC®870点レベルへ劇的に成

長しました。特に、日本語でも修得が難しい専門科目を英語で学び、S評価を獲得したこ

とは大きな自信になりました。質問に答えてくれたり文法をチェックしてくれたりする友人

や先生の存在も支えとなりました。また、さまざまな側面から仏教の持つ意義を知る授業

を受講し、留学生の意見を聞きながら国際的な視点で仏教を捉え直すという、この学科

ならではの学びを得られたことにも満足しています。卒業後は出版社に勤務する予定で

す。海外進出の際には即戦力になれるよう、今後も語学力を磨き続けます。

英語が「当たり前」の環境で、TOEIC®870点レベルへ
北野 風生　Kitano Fu ｜ 4年 富山県 魚津高等学校出身

STUDENT'S VOICE

Academic
English Program
（学術英語科目）

◎Academic Reading A・B
◎Critical Inquiry & Writing A・B
◎Rhetoric & Research Writing A・B
　Tutorial/Lab 1A・1B
　Presentation & Seminar Skills 1A・1B

　Tutorial/Lab 2A・2B
　Presentation & Seminar Skills 2A・2B
　Tutorial 3A・3B
　Capstone Project in Academic English A・B

　Communication in the 21st
　Century-Discussion Section
　Communication in the 21st Century
　Tutorial 4A・4B

Lower Division

◎Introduc tory  S eminar
　Global H is tory  A・B
　Introduc tion to E conomic s  A・B
　Introduc tion to S oc iology  A・B
　International Law A・B
　Comparative P olitic s  and P olic y

　Internship（Lec ture）
　Labor Market in the G lobal E conomy
　Introduc tion to International Relations
　J apanese Culture A・B
　Intercultura l Communication
　Community  Development（Serv ic e Learning）

　Introduction to Political Science
　Introduction to Area Studies
　Introduction to Social Anthropology
　Current Affairs A・B
　Transcultural Studies
　Information Literacy 

Upper Division

Seminars etc. 
○Field Study Seminar
○Field Study A・B
○Internship（Practicum） A・B・C・S

○Research Project
○Project Seminar
○Independent Study A・B・C

◎Graduation Seminar
○Graduation Project A・B

国際学科科目 　地域研究科目　発展科目 ほか

国際経営学科科目 　ビジネス入門 ほか

明治学院共通科目 ◎○明治学院共通科目

国際キャリア学科主任

ヴィーシィ，アレキサンダー 教授

学科主任が考える

国際キャリア学科と
SDGs

　International Disputes  S ettlement P rocedures
　P eace S tudies
　International F inance
　International J ournalism
　International P olitic a l E conomy
　Gender and S oc iety
　J apanese Minority  Groups
　Buddhis t Culture
　Modern E as t As ian His tory
　V isual Media  Methods
　Is lamic  Culture
　J apanese L iterature
　Inter-Cultura l H is tory
　Soc ia l Change and P lanning（Serv ic e Learning）
　Contemporary  J apanese E conomy A・B
　Chinese E conomy

　Economy of S outh E as t As ia  A
　Spec ia l T opic s  in E conomic s
　Regional E conomic  Integration
　Legal Is sues  in International Relations
　Qualitative Methods
　Quantitative Methods
◎Life and Career Development
　Behaviora l E conomic s  and P ublic  P olic y
　Workshop
　Contemporary  G lobal Is sues  A・B
　Advanced Research Analys is
　North Americ an P olitic s  and S oc iety
　J apan's  Foreign P olic y
　Environmenta l P olitic s  in J apan and E as t As ia
　European P olitic s  and S oc iety
　Contemporary  J apanese S oc iety

　P olitic s  and S oc iety  in J apan
　Eas t As ian P olitic s  and S oc iety
　Advanced P eace S tudies
　J apanese P opular  Culture A・B
　Labor E conomic s  and P ublic  P olic y  A・B　　　
　Contemporary  G lobal H is tory
　T rans lation and Interpretation A・B
　Gender and B ody
　Advanced J apanese 1A・1B
　Advanced J apanese 2A・2B
　Career J apanese A・B
　Soc ia l E ntrepreneurship
　Eas t As ian International P olitic s
　Regional E conomic  Development

Colum
n この学科はSDGsを大事にしています。社会少数集団や難民に関する授業はSDG1（貧困をなくそう）、SDG10（人や国の

不平等をなくそう）、男女の社会問題を取り上げる授業はSDG5（ジェンダー平等を実現しよう）、環境関係の授業はSDG7
（エネルギーをみんなに、そしてクリーンに）、SDG11（住み続けられるまちづくりを）、 SDG13（気候変動に具体的な対策
を）に貢献します。国際関係や平和学の授業はSDG16（平和と公正をすべての人に）、社会起業家論の授業はSDG8（働
きがいも経済成長も）とSDG9（産業と技術革新の基盤をつくろう）に貢献します。プログラム全体はSDG4（質の高い教育
をみんなに）を目指しています。

貧困・不平等・戦争・気象変化に戦う知識を与える決意
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